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小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　月の 満ち欠けを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。
月は 自分で 光っている のでは なく、太陽の 光を はね返して かがやいて 見えま
す。地きゅうから 見る 月は、日に よって まるく 見えたり、ほそく 見えたり しま
す。これは 月が 地きゅうの まわりを まわり、太陽・地きゅう・月の いちが かわる
 ためです。月 じたいの 形が かわって いるわけでは ありません。

1 月の 表面には、大きな くぼみが たくさん ある。

2 月は、地きゅうに 同じ 面を むけた まま まわって いる。

3 月は、太陽の 光を はね返して かがやいて 見える。

4 月は、地きゅうより ずっと 小さい。

5 月は、地きゅうの まわりを まわって いる。

2　森の はたらきを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。
森の 木は、日光を あびて 空気中の 二さんかたんそを すいこみ、さんそを 出しま
す。木の 根は 土を しっかり ささえ、雨水を たくわえて、こう水を ふせぐ はたら
きも します。だから 森は「みどりの ダム」と よばれる ことも あります。

1 森の 中は、夏でも すずしい ことが 多い。

2 森の 落ち葉は、くさって 土の えいように なって いく。

3 森の 木は、二さんかたんそを すって さんそを 出す。

4 森は 雨水を たくわえて、こう水を ふせぐ。

5 森には、たくさんの 生き物が すんで いる。


